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凡例
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白子宿は、江戸期に川越藩と江

戸城下を結ぶ川越街道の整備

に伴い形成された宿場町である。

白子宿は、三町からなり三軒の

本陣が持ち回り役で務めていた。

街道では5と10の日には六斎市

が立ったといわれている。

1 清水かつらの歌碑 2 和光駅前交番 3 丸山台緑地

4 引又道道標 5 蔵 6 事務所

白子

綺麗に整備された駅前にある曲線

を基調としたモダンな建物。

作者。晩年を白子宿近くに居住。

東京自動車外環道の切り通し。

蓋上に出来た空き地が広い

スペースを提供している。

駅出口の直ぐ前に建てられた

童謡詩人「清水かつら」の新し

い歌碑。

清水かつらは「靴が鳴る」などの

程の小さな石柱。

二階の丸窓、サイコロを合わせた

様な四角い外観が目を引く社屋。

石造りの壁と窓及びその扉が

目を引く少し小振りの蔵。

引又道と川越街道の分岐道標。

道端に隠れるようにある高さ50cm
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7 事務所 8 馬頭観音 9 武蔵御嶽神社

10 住宅 11 住宅 12 道標

13 くらやみ坂 14 住宅 15 川越街道切通し

オリンピック通りにある陸橋高所

からの眺め。遠くまで直線に延びる

通りの景色が気持ちよい。

切通し両側の桜並木も綺麗である。

玄関の軒の梁の四角、大きな瓦屋根、

廊下の木枠の大きなガラス戸が目

を引く立派な民家。

白い壁の蔵、屋根のある大きな木戸、

戸板も目を引く。

隣接して代官屋敷跡がある。

通りの奥、集会所の裏に隠れてある

小さな神社の集まり。富士山信仰の

小高い盛土(富士塚)の頂上に小さい

社（浅間神社）、隣には御嶽神社が

祀られている。

道端の少し高くなったところにポツン

とある小さな祠に納められている。

文化15年（1817）建立。

丸みを帯びたエントランス外観が

目を引く昭和の古さを感じる社屋。

かつての町名「大和町」と記され

た石碑。

昭和18年（1943）、白子村と新倉

村が合併した際の町名である。

傾斜の急な大きな屋根で合掌造り

を思わせる大きな民家、木壁、母屋の大きな瓦屋根と窓の

格子が印象的な古い作りの民家。

旧川越街道の坂、緩やかな

カーブを作る通りは往時の街道

の名残の様である。
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16 -1 熊野神社 16 -2 熊野神社 16 -3 熊野神社

17 神瀧山不動院 18 -1 滝坂 18 -2 滝坂

18 -3 滝坂 19 滝坂 20 -1 地福寺の山門

白子村の氏神様として栄えた。

社殿の瓦屋根がみごとである。

小振りな石の鳥居をくぐり、参道を

少し上った先、小高い台地の麓に

急坂の途中、振り返ると遠くに

境内にある富士塚からの眺め。

気持ちよい場を創造している。

境内には富士山信仰による20m

程の高さの富士塚があり頂上

からの眺めが良い。

マンションや町並みが一望できる。

オリンピック道路まで延びている。

平安時代に慈覚大師円仁がこの

地の自然湧水を見て建てた と伝わる

社寺は清涼な趣を残している。

滝坂の途中に作られた湧水の

小さな流れ。急坂の風景と相まって

こんもりした木々に囲まれ、銅板葺

き屋根の社殿が静かに建っている。

滝が流れ落ちる様な急な坂が

少し高くなったところに本殿が見える。

住宅街の中にある急坂。頂上

からの眺めが気持ち良い。

小高い台地斜面の麓にあり、大きな

山門が美しい。
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20 -2 地福寺 20 -3 地福寺 21 斜面緑地

22 白子川沿川の街並み 23 -1 白子橋 23 -2 白子川（三面張り）

24 -1 旧川越街道 24 -2 旧川越街道 25 祭りの後

緩やかなカーブと緩やかな坂が

橋。

お祭りの後の提灯。

斜面緑地は憩いの空間を感じさせる。

続いている。

大小の坂が現れ、大きくくねり

ながら続いている。

恵僧正が、地蔵菩薩のお告げによ

り建立したといわれる。

上流からの大きくくねった流れ、下流に

向かい真っ直ぐ遠くまで延びる流れ、

川に掛かる幾つもの橋が幾重にも

重なって見える眺めが気持ち良い。

茶色に塗装されたガッシリした

鉄の欄干がレトロな感じをさせる

銅板葺きの大きな屋根の美しい

高床の本殿。

縁起によると、平安時代天台座主尊

高台に建っている大きく立派な鐘楼

も目を引く。

力強さを感じる。

両岸と川床の三方がコンクリートで

覆われている川は治水への人の

祭りの名残を思わせる。
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26 店舗 27 住宅 28 店舗

29 オリンピック通り 30 諏訪神社

選手らが走った道路。

が治ると信仰されている。

片側2車線、中央分離帯のある大きな

自動車道路。東京オリンピックの

マラソンに使われアベベ選手、円谷

大きな陸橋下の道路傍に隠れて建

っている。飾らない瓦屋根と板塀

が素朴な雰囲気を感じる。

なすを供え、お下がりを食べると病気

屋敷内は古い歴史を感じさせる

梁や柱が整然と並んでいる。

銅板葺きの外壁が印象的。

ガラス戸と格子がとても美しい。

築250年の古民家。

8代目の当主が現在の屋敷を管理。

米穀店。 板戸、ガラス戸が昔を

偲ばせる。
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